
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2025 年 10 月 24 日 

事業者情報 

事業者名 一般社団法人 全国鳥獣害対策協会 

代表者 職・氏名 
職名 代表理事 

氏名 小林 友希 

ホームページ URL（任意） https://bwco-japan.jp/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

一般社団法人 全国鳥獣害対策協会は、2030 年までに持続可能な開発目標（SDGs）の達

成に向け、人と自然が共生できる社会の実現を目指します。 

 

私たちは、鳥獣被害対策に関する調査・研究・技術普及を通じて、地域の安全と生態系の

調和を図ります。 

また、全国の会員に向けた講習会・研修の実施を通じて、知識と技術の向上を支援し、持

続可能な鳥獣対策の普及に努めます。 

 

さらに、人にも鳥にも環境にもやさしい専用資材の開発を進め、自然環境への負荷を抑え

ながら、人と野生動物の適切な棲み分けを実現してまいります。 

 

多様な人材が活躍できる学びと交流の場を提供し、パートナーシップを重視した協働を通

じて、豊かな地域社会と地球環境の未来づくりに貢献していきます。 

 

 



これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

●  ○●  ○● ● 

      

 ○● ○●  ○●  

     

 

  ○● ○● ○●  

目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ☐ 【メイン】 

3,11,15 

【サブ】 

6 

「住みやすく、自然にもやさしいまちづくり」 

・生態系を損なうことなく、人と鳥が適切に共存でき

る防鳥対策の提案・施工を推進。 

・人にも環境にもやさしい専用資材の研究・開発を行

い、持続可能なまちづくりに貢献。 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

②  

経済 ✓ 

【メイン】 

9,11 

【サブ】 

3,15 

「行政・地域との連携による持続可能な対策の推進」 

・行政機関や自治体、関係団体との連携を通じて、地

域特性に応じた鳥獣被害対策の体制づくりを支援し

ます。 

・会員や地域住民に向けた講習会・研修・情報提供を

実施し、現場に根ざした知識と技術の共有を進めま

す。 

・産学官金の連携を深め、持続可能で実効性のある鳥

獣害対策モデルの構築に取り組みます。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

③  

経済 ✓ 【メイン】 

5,8,16,17 

【サブ】 

1 

「多様な働き方の促進」 

・年齢、性別、国籍、障がいの有無、キャリアや経験

を問わず、すべての人が活躍できる環境の整備。 

・テレワークやオンライン会議・研修、副業、フレッ
社会 ✓ 



環境 ☐ 
クスタイム制など、多様な働き方を尊重し、柔軟な働

く環境を推進。 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

 

 

 

 

 

  

②  

 

 

 

 

 

  

③  

 

 

 

 

 

  

 


